学界動向 「藩」研究の展開 by 郡山 志保
《
学
界
動
向
》
藩
研
究
の
展
開
郡
山
志
保
は
じ
め
に
日
本
近
世
史
で
は
、
近
年
藩
を
素
材
と
し
た
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。
な
ぜ
藩
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
近
世
史
学
会
全
体
に
お
い
て
も
、
近
年
の
藩
を
素
材
と
し
た
研
究
の
論
点
を
整
理
し
、
藩
の
捉
え
方
に
つ
い
て
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
す
で
に
、
一
九
五
年
代
か
ら
藩
政
史
の
研
究
自
体
は
盛
ん
に
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
先
行
研
究
で
は
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
り
、
近
年
の
藩
研
究
が
そ
れ
を
ど
う
乗
り
越
え
、
克
服
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
克
服
で
き
て
い
な
い
点
は
ど
こ
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
藩
政
史
と
は
異
な
る
現
在
の
藩
研
究
の
捉
え
方
、
向
か
っ
て
い
く
方
向
に
つ
い
て
展
望
し
、
藩
研
究
の
意
味
、
近
世
史
研
究
で
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
が
小
稿
の
課
題
で
あ
る
。
一
、
先
行
研
究
の
整
理
一
九
五
年
代
一
九
九
年
代
戦
前
の
藩
政
史
研
究
が
戦
後
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
と
し
て
、
藩
の
経
済
史
と
藩
制
成
立
史
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
が
ら
く
藩
政
史
研
究
は
、
藩
の
側
か
ら
幕
藩
制
を
論
じ
る
と
い
う
よ
り
も
、
個
別
藩
の
経
済
・
財
政
分
析
や
、
名
君
賢
宰
の
顕
彰
が
主
流
で
あ
っ
た
（
１
）。
そ
の
後
、
引
き
続
き
藩
制
成
立
・
藩
制
確
立
の
研
究
が
進
み
、
一
九
五
年
代
に
は
、
幕
藩
制
秩
序
が
個
別
藩
内
に
い
か
に
貫
徹
す
る
か
を
論
じ
る
研
究
が
出
て
き
た
（
２
）。
そ
し
て
幕
藩
制
社
会
の
中
に
藩
政
成
立
・
展
開
が
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
、
と
の
問
題
関
心
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
年
代
は
藩
制
・
藩
政
の
研
究
が
活
発
と
な
っ
た
。
知
行
制
や
家
臣
団
な
ど
の
特
定
問
題
に
集
中
し
て
い
る
現
状
を
藩
研
究
の
問
題
点
と
し
て
あ
げ
、
藩
の
成
立
や
基
盤
を
含
め
て
総
合
的
に
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
が
、
藩
政
史
研
究
会
編
藩
制
成
立
史
の
綜
合
研
究
米
沢
藩
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
）
で
あ
る
。
こ
の
共
同
研
究
で
は
、
米
沢
藩
成
立
以
前
の
上
杉
氏
の
領
国
体
制
や
家
臣
団
編
成
か
ら
検
討
を
加
え
て
お
り
、
先
行
研
究
に
よ
り
藩
制
の
整
備
が
終
わ
っ
た
と
さ
れ
る
寛
文
・
延
宝
期
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
知
行
制
、
村
落
支
配
、
城
下
町
の
機
能
、
藩
財
政
の
観
点
か
ら
江
戸
藩
邸
も
藩
政
の
一
部
に
捉
え
る
等
、
様
々
な
視
点
か
ら
米
沢
藩
の
成
立
に
つ
い
て
論
じ
た
総
合
研
究
で
あ
る
。
ま
た
、
山
口
啓
二
氏
が
藩
体
制
の
成
立
（
岩
波
講
座
日
本
歴
史
一
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）
の
中
で
、
戦
国
大
名
が
中
央
権
力
に
対
し
従
属
関
係
に
入
る
こ
と
で
藩
に
な
る
コ
ー
ス
と
中
央
権
力
自
体
の
内
部
か
ら
分
岐
と
し
て
創
出
さ
れ
た
大
名
（
織
豊
期
取
立
大
名
・
徳
川
取
立
大
名
）
の
二
つ
の
コ
ー
ス
に
分
類
し
て
、
藩
制
の
成
立
を
政
治
的
過
程
か
ら
検
討
し
て
い
る
。
一
方
、
幕
藩
体
制
の
社
会
・
経
済
構
造
の
観
点
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
非
領
国
地
域
や
辺
境
の
外
様
藩
領
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
と
論
じ
た
の
が
秀
村
選
三
、
桑
波
田
興
、
藤
井
讓
治
藩
政
の
成
立
（
岩
波
講
座
日
本
歴
史
一
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
非
領
国
地
域
の
ほ
と
ん
ど
が
諸
藩
の
飛
地
（
在
坂
賄
領
）
で
あ
り
、
研
究
が
立
ち
遅
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
畿
内
周
辺
地
域
に
拠
点
を
持
つ
譜
代
小
浜
藩
と
旧
族
大
名
と
し
て
本
領
を
安
堵
さ
れ
て
き
た
辺
境
外
様
藩
で
あ
る
薩
摩
藩
を
取
り
あ
げ
、
藩
政
成
立
過
程
を
検
討
し
て
い
る
。
な
お
、
藤
井
讓
治
氏
は
、
幕
府
側
か
ら
見
た
藩
政
成
立
、
藩
内
部
か
ら
検
討
し
た
藩
政
成
立
と
い
っ
た
ど
ち
ら
か
一
方
の
視
点
か
ら
の
研
究
で
は
な
く
、
両
者
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
。
一
九
六
年
代
・
一
九
七
年
代
の
個
別
藩
研
究
の
中
で
、
総
合
的
に
藩
を
捉
え
、
藩
の
側
か
ら
幕
藩
関
係
を
論
じ
る
研
究
が
出
現
し
た
背
景
に
は
、
佐
々
木
潤
之
介
氏
に
よ
る
一
連
の
幕
藩
制
史
研
究
が
あ
る
（
３
）。
佐
々
木
氏
は
藩
制
成
立
史
研
究
の
課
題
（
歴
史
学
研
究
二
三
一
号
、
一
九
五
九
年
）
の
中
で
個
別
藩
政
史
の
研
究
は
、
幕
藩
制
研
究
の
一
環
と
し
て
そ
の
視
点
を
再
確
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
就
中
、
藩
制
・
藩
政
の
個
別
的
検
討
は
、
幕
藩
制
の
構
造
的
特
質
の
投
影
と
し
て
分
析
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
と
述
べ
、
譜
代
藩
と
幕
府
の
関
係
、
幕
藩
関
係
に
お
け
る
譜
代
大
名
の
地
位
に
つ
い
て
考
察
し
、
個
別
藩
制
史
研
究
か
ら
幕
藩
制
構
造
論
へ
の
展
開
の
必
要
性
を
論
じ
て
い
る
。
佐
々
木
氏
の
研
究
を
う
け
て
、
個
別
藩
の
総
合
研
究
（
４
）や
藩
の
側
か
ら
幕
藩
関
係
を
考
察
す
る
等
の
研
究
が
出
現
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
年
代
以
降
の
研
究
は
、
個
別
分
散
化
の
傾
向
が
続
き
、
個
別
藩
の
事
例
紹
介
、
藩
政
改
革
・
藩
財
政
・
家
臣
団
と
い
っ
た
藩
内
部
の
問
題
を
取
り
あ
げ
た
多
く
の
論
文
が
出
た
。
そ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
藩
政
史
研
究
と
は
全
く
別
の
新
し
い
視
点
か
ら
、
藩
相
互
の
関
係
や
幕
府
と
藩
の
関
係
を
分
析
し
た
研
究
が
出
現
し
た
。
松
方
冬
子
氏
の
大
名
同
士
の
交
際
、
通
婚
か
ら
幕
藩
関
係
を
論
じ
た
研
究
や
高
橋
博
氏
の
研
究
が
そ
れ
で
あ
る
（
５
）。
ま
た
、
大
名
留
守
居
の
役
割
を
検
討
し
、
幕
府
か
ら
藩
へ
幕
令
が
伝
達
・
浸
透
し
て
い
く
過
程
を
通
し
て
幕
藩
関
係
を
論
じ
、
大
名
同
士
の
関
係
も
明
ら
か
に
し
た
研
究
（
６
）も
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
一
方
で
は
、
近
世
考
古
学
と
の
共
同
調
査
・
都
市
史
研
究
の
一
環
と
し
て
武
家
屋
敷
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
宮
崎
勝
美
・
吉
田
伸
之
編
武
家
屋
敷
空
間
と
社
会
（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
は
、
近
世
都
市
史
の
観
点
か
ら
の
研
究
で
あ
る
た
め
、
藩
政
と
の
関
連
は
見
出
せ
な
い
が
、
大
名
家
同
士
の
交
際
、
江
戸
藩
邸
詰
奉
公
人
に
つ
い
て
分
析
し
て
お
り
、
藩
研
究
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
論
考
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
７
）。
一
九
八
年
代
以
降
の
藩
研
究
は
、
従
来
の
藩
内
部
の
藩
制
（
藩
政
）
研
究
か
ら
大
名
家
の
婚
姻
、
交
際
、
儀
礼
を
通
し
、
大
名
家
同
士
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
、
幕
藩
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
二
年
以
降
に
出
さ
れ
た
藩
世
界
尾
張
藩
社
会
と
い
っ
た
藩
研
究
の
画
期
を
迎
え
る
起
因
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
た
だ
一
方
で
、
研
究
の
個
別
分
散
の
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
問
題
点
と
し
て
残
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
二
、
近
年
の
藩
研
究
藩
の
捉
え
方
二
年
以
降
、
岡
山
藩
研
究
会
編
藩
世
界
の
意
識
と
関
係
（
岩
田
書
院
、
二
年
）
と
岸
野
俊
彦
編
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究
（
清
文
堂
出
版
、
二
一
年
）
の
刊
行
に
よ
り
、
藩
研
究
に
新
た
な
視
点
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
総
合
研
究
が
藩
研
究
の
画
期
と
な
り
、
以
降
藩
研
究
の
捉
え
方
、
方
向
性
に
変
化
が
生
じ
た
。
本
章
で
は
、
二
年
以
降
出
さ
れ
た
研
究
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
を
捉
え
る
用
語
別
に
藩
概
念
と
問
題
点
を
整
理
し
、
藩
研
究
の
方
向
性
・
近
世
史
研
究
で
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
藩
世
界
岡
山
藩
研
究
会
編
藩
世
界
の
意
識
と
関
係
（
岩
田
書
院
、
二
年（８
））
は
、
前
述
の
通
り
、
一
九
九
年
代
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
藩
政
史
研
究
に
お
け
る
藩
を
捉
え
る
考
え
方
と
は
異
な
り
、
藩
世
界
と
い
う
用
語
に
よ
っ
て
新
た
な
概
念
を
打
ち
だ
し
た
点
に
お
い
て
画
期
と
な
っ
た
研
究
で
あ
っ
た
。
藩
世
界
の
概
念
と
は
、
（
藩
世
界
と
は
）
武
士
や
町
人
、
百
姓
、
僧
侶
、
等
々
、
藩
領
域
で
生
き
る
人
々
の
営
為
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
（
中
略
）
人
々
の
営
為
は
、
多
様
な
姿
を
も
っ
て
お
り
相
互
に
関
連
を
持
ち
、
し
か
も
そ
れ
は
、
個
別
藩
領
域
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
世
界
と
の
関
わ
り
、
繋
が
り
を
も
ち
、
広
が
っ
て
い
た
。
と
説
明
し
て
い
る
。
な
お
藩
世
界
は
藩
領
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
江
戸
藩
邸
・
大
坂
蔵
屋
敷
、
飛
地
領
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
藩
政
史
研
究
は
課
題
で
あ
る
個
別
分
散
化
が
進
み
、
藩
を
総
体
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
弱
く
な
っ
て
き
て
い
る
、
と
い
う
先
行
研
究
の
問
題
点
を
踏
ま
え
国
許
に
お
け
る
藩
政
の
展
開
、
藩
機
構
の
整
備
・
改
編
、
権
力
編
成
と
い
う
も
の
を
（
先
行
研
究
は
）
中
心
に
考
え
て
き
た
。
そ
れ
で
は
一
藩
内
の
姿
を
描
く
こ
と
は
で
き
て
も
、
た
と
え
ば
幕
府
世
界
、
朝
廷
世
界
、
他
の
藩
世
界
、
さ
ら
に
は
東
ア
ジ
ア
世
界
と
の
織
り
成
す
諸
関
係
を
捉
え
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
と
指
摘
し
て
い
る
。
要
す
る
に
一
藩
限
定
的
な
藩
政
史
研
究
を
克
服
す
る
た
め
、
藩
の
外
側
の
世
界
と
の
関
わ
り
を
組
み
込
ん
で
、
藩
を
総
体
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
研
究
で
あ
る
。
尾
張
藩
社
会
次
に
、
岸
野
俊
彦
編
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究
（
清
文
堂
出
版
、
二
一
年
、
他
（
９
））
で
は
、
尾
張
藩
社
会
と
い
う
表
現
を
用
い
、
従
来
の
藩
政
史
と
の
区
別
を
試
み
て
い
る
。
尾
張
藩
社
会
と
は
、
領
民
の
生
産
・
生
活
・
支
配
、
江
戸
・
上
方
の
尾
張
藩
屋
敷
、
そ
の
家
臣
団
等
を
含
め
た
個
別
藩
総
合
研
究
で
あ
り
、
尾
張
・
美
濃
・
信
州
の
尾
張
藩
領
と
江
戸
の
尾
張
藩
（
江
戸
藩
邸
）
・
上
方
の
尾
張
藩
（
大
坂
蔵
屋
敷
）
の
相
互
関
係
を
尾
張
徳
川
家
と
家
臣
団
の
拠
点
都
市
名
古
屋
を
中
心
に
文
化
も
含
め
た
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
尾
張
藩
社
会
研
究
の
特
徴
と
し
て
、
藩
社
会
で
藩
を
総
合
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
尾
張
藩
社
会
に
限
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
藩
を
政
治
史
・
文
化
史
・
経
済
史
・
農
村
史
等
の
観
点
か
ら
総
合
的
・
意
図
的
に
構
成
し
て
い
る
の
は
自
治
体
史
で
あ
る
が
、
尾
張
藩
領
が
尾
張
国
一
国
で
は
な
く
、
美
濃
国
、
三
河
国
、
近
江
国
、
摂
津
国
の
一
部
を
領
し
、
江
戸
藩
邸
・
大
坂
蔵
屋
敷
・
京
都
藩
邸
等
、
上
方
に
も
広
が
り
を
持
っ
て
お
り
、
現
在
の
自
治
体
史
で
は
県
史
な
ら
ば
県
内
、
市
史
な
ら
ば
市
内
の
歴
史
し
か
描
く
事
が
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
尾
張
藩
社
会
は
尾
張
藩
を
総
合
的
に
素
直
に
復
元
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
（
尾
張
藩
は
）
譜
代
諸
藩
や
外
様
藩
と
は
個
性
の
違
い
も
あ
る
の
で
、
す
ぐ
さ
ま
藩
社
会
論
一
般
を
議
論
す
る
の
で
は
な
く
、
尾
張
藩
社
会
と
限
定
し
て
当
面
は
使
用
し
て
い
る
（
）。
と
尾
張
藩
社
会
に
限
定
す
る
理
由
を
述
べ
、
尾
張
藩
の
持
つ
地
域
の
特
性
を
重
視
し
て
い
る
。
藩
領
社
会
高
野
信
治
藩
国
と
藩
輔
の
構
図
（
名
著
出
版
、
二
二
年
）
で
使
わ
れ
る
藩
領
社
会
と
は
、
岡
山
藩
研
究
会
の
藩
世
界
概
念
を
受
け
て
作
ら
れ
た
用
語
で
あ
る
。
藩
領
社
会
の
概
念
に
つ
い
て
は
藩
の
統
合
組
織
と
し
て
の
権
力
シ
ス
テ
ム
と
統
治
対
象
と
し
て
の
領
域
社
会
を
総
合
化
し
た
も
の
と
し
、
藩
の
国
家
性
・
統
一
性
と
多
元
性
・
重
層
性
の
解
析
と
そ
の
関
係
を
検
証
す
る
場
と
し
て
の
藩
領
社
会
と
地
域
社
会
と
の
関
係
性
と
し
て
の
藩
領
社
会
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
と
説
明
す
る
。
ま
た
、
表
題
に
あ
る
用
語
に
つ
い
て
、
藩
輔
と
は
幕
府
を
輔
翼
す
る
（
藩
の
幕
府
に
対
す
る
一
体
性
（
従
属
性
））、
藩
国
と
は
個
別
領
有
制
（
藩
の
幕
府
に
対
す
る
主
体
性
（
自
律
性
））
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
藩
国
と
藩
輔
の
性
格
が
ど
の
よ
う
に
絡
み
合
い
な
が
ら
藩
は
歴
史
的
展
開
を
遂
げ
た
の
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
を
持
つ
。
ま
た
本
書
は
、
佐
賀
藩
を
中
心
に
、
対
馬
藩
、
久
留
米
藩
の
軍
制
・
村
落
支
配
・
武
士
が
担
う
権
力
・
街
道
と
宿
場
等
、
こ
れ
ま
で
の
個
別
藩
の
総
合
研
究
で
は
視
野
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
視
点
か
ら
藩
を
捉
え
た
総
合
研
究
で
あ
る
。
藩
地
域
渡
辺
尚
志
編
藩
地
域
の
構
造
と
変
容
（
岩
田
書
院
、
二
五
年
）
で
用
い
て
い
る
藩
地
域
の
用
語
は
、
や
は
り
岡
山
藩
研
究
会
の
藩
世
界
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
概
念
に
つ
い
て
は
藩
世
界
概
念
を
踏
ま
え
、
総
花
的
に
事
例
を
取
り
あ
げ
る
だ
け
で
は
真
の
総
合
研
究
た
り
え
な
い
と
し
て
、
信
濃
国
松
代
藩
領
を
素
材
に
、
特
に
訴
訟
を
め
ぐ
る
藩
当
局
と
領
民
と
の
関
係
性
の
問
題
と
い
う
核
心
的
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
検
討
を
加
え
て
い
る
。
そ
し
て
武
士
百
姓
関
係
や
都
市
農
村
関
係
、
諸
身
分
集
団
間
の
相
互
関
係
な
ど
、
多
様
な
諸
関
係
の
坩
堝
と
し
て
の
藩
地
域
像
の
解
明
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
記
と
異
な
る
点
で
あ
る
。
さ
て
、
前
記
の
藩
を
捉
え
る
用
語
別
に
藩
概
念
に
つ
い
て
要
点
の
整
理
を
試
み
た
。
こ
こ
で
は
筆
者
な
り
の
問
題
点
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
藩
世
界
、
尾
張
藩
社
会
共
に
、
藩
領
域
に
生
き
る
領
民
も
含
め
た
藩
を
総
体
的
に
捉
え
る
総
合
研
究
で
あ
る
。
両
者
は
藩
研
究
の
新
し
い
概
念
・
視
点
を
提
起
し
た
点
に
お
い
て
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
藩
領
域
な
ら
ば
ど
の
テ
ー
マ
も
藩
世
界
に
入
る
の
か
、
と
い
う
印
象
を
持
つ
。
ま
た
、
近
世
史
に
お
け
る
様
々
な
研
究
分
野
の
研
究
者
が
集
っ
て
一
つ
の
藩
領
域
（
藩
に
関
す
る
）
の
共
同
研
究
を
行
う
と
、
そ
れ
は
藩
世
界
（
尾
張
藩
社
会
）
の
研
究
に
な
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
分
析
は
岡
山
藩
、
尾
張
藩
、
佐
賀
藩
の
よ
う
な
三
十
万
石
前
後
の
領
地
を
持
つ
大
藩
で
あ
る
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
岡
山
藩
、
尾
張
藩
、
佐
賀
藩
と
も
に
近
世
を
通
し
て
一
大
名
家
の
支
配
が
続
い
た
大
藩
で
あ
る
。
近
世
に
お
け
る
大
名
家
は
、
大
多
数
が
中
・
小
藩
で
、
領
主
の
変
遷
を
経
て
い
る
。
大
藩
だ
け
を
取
り
あ
げ
て
も
藩
政
史
の
全
体
像
は
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
藩
世
界
尾
張
藩
社
会
の
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
藩
を
広
い
意
味
で
捉
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
藩
内
部
・
外
部
（
飛
地
領
や
藩
邸
な
ど
）
の
姿
を
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
藩
地
域
に
つ
い
て
は
、
地
域
社
会
論
、
藩
政
史
、
都
市
史
、
身
分
論
、
思
想
史
な
ど
と
の
架
橋
・
総
合
化
の
試
み
と
し
て
藩
地
域
概
念
を
打
ち
出
し
、
訴
訟
と
い
う
核
心
的
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
様
々
な
事
例
を
通
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
点
は
、
藩
研
究
に
お
い
て
新
し
い
試
み
を
提
示
し
た
点
で
評
価
で
き
る
。
藩
地
域
の
構
造
と
変
容
を
松
代
藩
地
域
研
究
の
第
一
歩
と
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
が
、
訴
訟
の
テ
ー
マ
で
果
た
し
て
藩
の
総
合
的
研
究
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
さ
て
、
近
年
の
藩
研
究
に
お
け
る
藩
の
概
念
と
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ
も
そ
も
藩
と
い
う
公
称
は
、
厳
密
に
言
え
ば
王
政
復
古
後
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
旧
幕
府
領
を
府
・
県
と
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
大
名
領
を
藩
と
公
称
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
ま
で
の
四
年
間
し
か
正
式
に
藩
は
存
続
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
近
世
に
お
い
て
は
新
井
白
石
の
藩
翰
譜
を
は
じ
め
、
儒
者
が
幕
藩
体
制
を
中
国
の
封
建
制
に
な
ぞ
ら
え
て
、
諸
大
名
が
幕
府
を
守
る
藩
屏
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
藩
の
名
称
は
次
第
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
ま
た
藩
と
は
、
幕
府
か
ら
の
相
対
的
な
自
立
性
と
幕
府
に
従
う
従
属
性
の
二
面
性
を
持
つ（
）。
藩
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幕
藩
体
制
、
藩
領
の
支
配
、
ひ
い
て
は
日
本
固
有
の
近
世
封
建
制
社
会
の
解
明
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
の
点
を
考
え
る
と
藩
の
研
究
は
、
近
世
史
研
究
に
お
い
て
支
配
を
解
明
す
る
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
も
、
近
世
に
お
い
て
日
本
の
国
土
の
大
部
分
は
、
幕
府
領
と
寺
社
・
公
家
領
を
除
い
て
い
ず
れ
か
の
藩
に
属
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
こ
で
生
活
し
て
い
る
人
々
（
百
姓
・
町
人
・
武
士
）
を
研
究
対
象
と
し
て
分
析
す
る
た
め
に
は
、
生
活
の
場
で
あ
る
と
こ
ろ
の
藩
世
界
藩
地
域
の
実
態
把
握
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
経
済
・
流
通
等
、
近
世
社
会
の
経
済
活
動
を
研
究
す
る
上
で
も
藩
研
究
は
重
要
で
あ
る
。
だ
が
、
一
藩
限
定
的
な
研
究
や
個
別
藩
の
事
例
を
た
く
さ
ん
踏
ま
え
た
と
し
て
も
、
各
藩
は
家
臣
団
編
成
や
家
格
な
ど
個
別
の
特
色
を
持
つ
た
め
、
一
様
に
一
般
化
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
藩
世
界
尾
張
藩
社
会
が
提
示
し
た
藩
研
究
の
捉
え
方
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
江
戸
藩
邸
や
大
坂
蔵
屋
敷
も
含
み
、
藩
領
民
の
生
活
な
ど
藩
を
め
ぐ
る
様
々
な
世
界
と
の
関
わ
り
・
広
が
り
を
も
っ
て
研
究
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
個
別
藩
を
多
様
な
角
度
・
視
点
か
ら
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
領
民
の
生
活
、
上
方
・
江
戸
を
含
め
た
藩
経
済
等
を
具
体
的
に
描
き
出
し
、
近
世
社
会
の
全
貌
を
解
明
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
は
藩
政
・
藩
制
と
結
び
付
け
て
い
か
な
け
れ
ば
、
藩
の
研
究
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
藩
は
中
小
藩
が
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
藩
だ
け
で
は
な
く
、
中
小
藩
の
研
究
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
支
配
者
側
と
被
支
配
者
側
、
両
者
の
視
点
で
の
村
と
藩
と
の
関
わ
り
、
領
民
と
藩
士
の
関
係
に
つ
い
て
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、
小
稿
で
は
一
九
五
年
代
か
ら
二
年
代
を
中
心
に
藩
研
究
の
研
究
史
整
理
を
行
い
、
藩
概
念
と
そ
の
問
題
点
を
整
理
し
、
藩
研
究
の
方
向
性
に
つ
い
て
重
要
な
点
を
抽
出
し
た
。
二
年
以
降
、
藩
の
新
た
な
概
念
が
打
ち
出
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
藩
研
究
は
広
が
り
を
見
せ
た
。
さ
て
筆
者
は
二
年
以
降
の
藩
研
究
の
画
期
と
な
る
研
究
が
出
さ
れ
た
頃
、
本
藩
内
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
藩
の
出
先
機
関
も
藩
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
、
京
都
留
守
居
役
や
明
治
期
の
公
議
人
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
現
在
は
近
世
に
お
け
る
藩
の
飛
地
領
支
配
に
つ
い
て
、
郡
山
藩
近
江
領
を
事
例
に
、
藩
の
代
官
支
配
を
藩
側
の
史
料
・
村
側
の
史
料
を
通
し
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
（
）。
江
戸
時
代
に
お
け
る
近
江
国
は
、
彦
根
藩
・
膳
所
藩
と
い
っ
た
諸
藩
の
領
地
と
共
に
幕
領
が
錯
綜
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
畿
内
近
国
非
領
国
地
域
で
あ
っ
た
。
一
方
、
郡
山
藩
は
本
拠
地
で
あ
る
大
和
国
に
城
を
構
え
、
隣
接
す
る
河
内
国
の
ほ
か
に
、
近
江
国
に
も
五
万
八
一
一
九
石
余
の
領
地
を
持
っ
て
い
た
。
郡
山
藩
は
彦
根
藩
や
膳
所
藩
の
よ
う
に
近
江
に
本
拠
地
の
城
を
持
ち
、
領
国
形
成
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
近
江
国
に
お
い
て
彦
根
藩
に
次
い
で
多
く
の
領
地
を
有
し
て
い
る
の
は
郡
山
藩
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
と
郡
山
藩
の
飛
地
支
配
に
つ
い
て
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
藩
領
の
研
究
は
勿
論
の
こ
と
、
飛
地
領
も
藩
の
支
配
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
二
年
代
の
藩
研
究
に
お
け
る
藩
世
界
や
尾
張
藩
社
会
の
概
念
の
中
に
も
飛
地
領
の
問
題
は
視
野
に
入
れ
ら
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
藩
世
界
の
意
識
と
関
係
で
取
り
あ
げ
て
い
る
岡
山
藩
に
飛
地
領
は
な
く
、
尾
張
藩
社
会
で
は
近
江
国
蒲
生
郡
八
幡
町
（
高
五
百
五
十
八
石
余
）
の
調
達
金
を
中
心
に
藩
の
支
配
を
検
討
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
藩
の
飛
地
領
支
配
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
領
民
と
藩
と
の
関
係
や
本
藩
役
人
・
飛
地
領
代
官
所
役
人
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。そ
し
て
、藩
の
支
配
構
造
の
解
明
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
従
来
見
え
て
こ
な
か
っ
た
面
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
藩
研
究
の
新
し
い
展
望
が
ひ
ら
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
藩
研
究
は
、
藩
を
捉
え
る
概
念
を
広
げ
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、
藩
政
・
藩
制
と
の
関
連
の
中
で
藩
研
究
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
〔
註
〕
（
１
）
戦
前
か
ら
の
藩
政
史
研
究
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
潤
之
介
幕
藩
制
国
家
論
上
序
章
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
を
参
照
。
（
２
）
伊
藤
忠
士
幕
藩
制
構
造
論
を
め
ぐ
る
諸
問
題
近
世
前
期
研
究
会
報
告
（
歴
史
学
研
究
二
七
三
号
、
一
九
六
三
年
）。
（
３
）
佐
々
木
潤
之
介
藩
制
成
立
史
の
課
題
（
歴
史
学
研
究
二
三
一
号
、
一
九
五
九
年
）。
幕
藩
制
の
構
造
的
特
質
（
歴
史
学
研
究
二
四
五
号
、
一
九
六
年
）。
（
４
）
木
村
礎
・
杉
本
敏
夫
編
譜
代
藩
政
の
展
開
と
明
治
維
新
下
総
佐
倉
藩
（
文
雅
堂
銀
行
研
究
社
、
一
九
六
三
年
）。
（
５
）
松
方
冬
子
不
通
と
通
路
大
名
の
交
際
に
関
す
る
一
考
察
（
日
本
歴
史
五
五
八
号
、
一
九
九
四
年
）
で
は
、
長
年
不
和
で
あ
っ
た
加
賀
藩
前
田
家
と
二
本
松
丹
羽
家
が
通
路
（
交
際
す
る
こ
と
）
し
た
事
例
を
通
し
、
近
世
後
期
の
大
名
家
同
士
の
交
際
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
る
。
松
方
冬
子
近
世
中
・
後
期
大
名
社
会
の
構
造
（
宮
崎
勝
美
・
吉
田
伸
之
編
武
家
屋
敷
空
間
と
社
会
（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
に
お
い
て
も
加
賀
前
田
家
を
取
り
あ
げ
、
近
世
中
・
後
期
の
大
名
社
会
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
他
に
高
橋
博
大
名
佐
竹
家
の
婚
姻
・
通
婚
圏
と
幕
藩
関
係
（
学
習
院
史
学
三
二
号
、
一
九
九
四
年
）
が
あ
る
。
（
６
）
服
藤
弘
司
大
名
留
守
居
の
研
究
創
文
社
、
一
九
八
四
年
）。
笠
谷
和
比
古
大
名
留
守
居
組
合
の
制
度
史
的
考
察
（
史
林
六
五
五
、
一
九
八
二
年
）。
（
７
）
こ
の
他
、
藩
の
経
済
的
な
側
面
か
ら
江
戸
藩
邸
の
取
得
・
放
出
に
つ
い
て
検
討
し
た
平
井
義
人
売
り
払
わ
れ
た
拝
領
屋
敷
豊
後
府
内
藩
江
戸
中
屋
敷
放
出
の
背
景
（
大
分
県
地
方
史
一
六
二
号
、
一
九
九
六
年
）
や
岩
淵
令
治
江
戸
武
家
地
の
研
究
塙
書
房
、
二
四
年
）
が
あ
る
。
（
８
）
藩
世
界
の
意
識
と
関
係
は
十
一
本
の
論
文
に
よ
り
村
社
会
・
大
名
権
力
と
家
中
・
領
国
支
配
・
藩
と
幕
府
の
三
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
主
に
領
民
と
藩
・
大
名
権
力
の
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
の
論
文
が
多
く
、
藩
の
領
民
を
含
め
た
藩
世
界
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
（
９
）
岸
野
俊
彦
編
膝
栗
毛
文
芸
と
尾
張
藩
社
会
（
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
）、
尾
張
藩
社
会
の
文
化
・
情
報
・
学
問
（
清
文
堂
出
版
、
二
二
年
）、
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究
２
（
清
文
堂
出
版
、
二
四
年
）、
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究
３
（
清
文
堂
出
版
、
二
七
年
）。
（
）
岸
野
俊
彦
尾
張
藩
社
会
研
究
か
ら
み
た
近
世
社
会
（
歴
史
評
論
六
七
六
号
）。
（
）
高
野
信
治
藩
国
と
藩
輔
の
構
図
（
名
著
出
版
、
二
二
年
）。
（
）
拙
稿
近
世
に
お
け
る
藩
の
飛
地
領
支
配
に
つ
い
て
郡
山
藩
近
江
領
を
事
例
と
し
て
（
古
川
彰
ロ
ー
カ
ル
な
知
の
伝
承
と
環
境
保
全
方
法
に
関
す
る
研
究
資
料
化
の
可
能
性
と
デ
ー
タ
共
有
の
方
法
を
視
野
に
入
れ
て
平
成
十
七
年
度
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
報
告
書
、
二
八
年
）。
